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図8メークアップ化粧品投衡額（グラフ中の(n)は対象者数。中央値の単位は円)''
図8は、各年齢層が化粧品にどれだけ支出しているかを表すものである。金額の中央値をみる
と年齢が高さに伴って上昇し、化粧品に多くの投資をする割合が増加していることが読み取れる。
これら2点から、ミドルエイジにおいて「若さ」が意識されていることがいえる。
次に、女性労働力率との関連についてみてみよう。次ページの図9女性の年齢階級別労働力率
より、20代前半から低下した労働力率が、ミドルエイジ層に当たる中高年層から再び増加してい
る。この傾向は、子育てを終えた女性が再び働くことが可能になったことに起因している。この
時期の中高年層は、子育てをしていた時期に比べ自分自身へより意識を向けることができ、行動
の制限が少なくなる。これは労働だけでなく、余暇についても同様である。「若く見てほしい」
という考えを持つ女性たちが、この余暇を自分自身に投資しようとする可能性もある。前述のミ
ドルエイジ層の数値の上昇は、この彼女達の意識・行動の変化がその年齢層をターゲットとした
雑誌の言語使用に反映された形の表れと見ることができる。
また、ミドルエイジ誌における特徴的な傾向は各雑誌のコンセプトによる影響と考えることが
できる。これについては、本調査の結果との明確な因果関係を見つけることができなかった。
11ポーラ文化研究所｢女性の化粧行動.意識に関する実態調査～スキンケア・メーク編2009～｣より引用。
http:"wwwpo-holdings.cojp/Csr/cultmre/bunken/report/pd"090708skincaremake2009.pdf
（アクセス:2017年11月14日）
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図9女性の年齢階級別労働力率12
6．問題点と今後の展望
問題点としては、共同研究の調査において、調査者間での各観点における定義の確認とその認
識に個人差が存在したことがあげられる。そのために、検証に用いた朔直が正確さに欠けている
可能性がある。本来、本調査のような各観点によるデータの検証を行う際にはその絶対的な定義
を共有した上で作業に入る必要があったが、その取り決めが暖昧で不確かなものになってしまっ
ていた。
今後は、定義の統一と共有によるより正確な数値を利用した検証、また量的分析におけるより
詳細な検証を行うための観点の見直しを行おうと考えている。また、各観点についての比較、例
えば「文字数と文字に使用される色彩数やフォント数の増減について因果関係はあるのか」など
の観点についても検討していきたい。
調査資料
･SEVENTEEN:集英社
･ViVi:講談社
･MORE:集英社
･VERYH光文社
･STORY:光文社
･6clat:集英社
･R~RRS:光文社
なお、全ての蛎誌で（2016年11月号～2017年10月号）を使用。
12内閣府男女共同参画局『男女共同参画白書』平成25年版第1一特-10図女性の年齢階級別労働力率
の世代による特徴より引用。
http:/yWwwgender.go.ip/aboutdamo/whitepaper/h25/zentai/html/zuhvo/zuhvoO1･00-10.ht皿（アクセ
ス：2017年11月14日）
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